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ActiveInspire及び Active Boardの使い方 Ver.1.01 

 

 

図１．コントローラー 

 

図２．ABプロジェクター部 

 

図３．主電源ボタン（左側面） 

 

１） ActiveInspireがインストールされている PCを立ち上げ、ソフトを立ち上げる。 

（Disk Top上の ActiveInspireのアイコン） 

２） ABのコントローラー（図１）をプロジェクター部（図２）へ向けてから、コントローラ

ーの Powerボタンを２回押す。（ABの電源が入るはず。もし入らなければ左側面の主電

源ボタンを押して、この操作をもう一度行う。） 

 

３） Active board の VGA コード（映像用）、USB コード（音声用）を PC の VGA ポート、

USBポートへ差し込む。 

注）もしドキュメントカメラ（以下 DC と記す）を接続したい場合は、次のステップのよう

に接続します。DC11と DC06では接続方法が異なります。 
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① Desk Top 上の「ArcSoft Application」を押す 
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② Pop up windowの「キャプチャ」をおす。

 

 

③ Pop up windowに映像が映る。その映像が、DC06が映しているものであれば、OK。

もし違う場合は、④の設定をする。 

 

 

 

④ ツールバーの を押して、pop up windowの「ビデオデバイス」のプルタブ

から ELPDC06 を選択す後、「OK」を押す。 
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⑤ ツールバーの を押すと、全画面表示となる。

 

 

 

↑全画面表示 



 pg. 6 

ABは自動的に、PCを認識しますが、万一認識しない場合は、

ケーブル類はつないだままにして、一度 PC及び ABの電源を切って下さい。それから、も

う一度両方同時に電源を入れて下さい。その後 PCの ActiveInspireを起動して下さい。 

 

もしペンの接続が悪い場合は、参照②の Calibrationを行って下さい。 

 

 

１） AcriveInspireを立ち上げておく。 

２） 表示したいWord文章などを全画面で開いておく。 

 

３） 下のツールバー上の ActiveInspireのアイコンを押し ActiveInspireの画面に変える。 

４） ActiveInspireのツールバー上の「ディスクトップコメント」を押す。 
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これにより、Word文章、PowerPoint上のオブジェクトを動かすことができる。通常と同じよう

にソフトは動かすこができる。さらにトップレイヤー上に図を書き入れたり、日本語認識ができ

る。 
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（参考）２画面を同時に表示したいときは、desktop 上で、window を２つあけて並べておいて、

同様にすれば、２画面を activeinspire上で表示することができる。 

 

（参考）同様に、コンピューターにドキュメントカメラをつないで、これでドキュメントを映し

出し、この画像上のレイヤーに同様に図解や絵を書き入れることができる（DC06の場合のみ？）。

これは webでも同じ。 

 

５）作業終了後、再度「ディスクトップコメント」を押すと解除できる。 
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１）Power pointファイルを画像に変換して開く場合や PDFファイルを開く場合 

ActiveInspire上で、バックグランドの画像として映るため、オブジェクトを動かすことはで

きない。ソフトとして動かせない。トップレイヤー上には同様に文字や図をかくことは出来

る。 

２）Powerpointをオブジェクトに変換して開く場合 

オブジェクトをうごかすことができるが、ソフトとしては動かせない。 

 

  

AI のツールバー上の を押して、ペンを使えば、記載はできる。（線を細くするときは、

の小さい円を選ぶとよい、あまり精度がいいとは言えない。） 
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１）AIのツールバー上の「ツール」をクリックし、pop up windowから「手書き認識」を選ぶ。 

２）AB用のペンを使って文字を書くと、自動的に認識してくれる。漢字、ひらかな、英語の認識

はかなりの精度できれいにできる。数学の文字認識はない。 

注）もし漢字、ひらがなを書いても、日本語として認識してくれない場合、参照１-2を見て、

日本語認識ができるように設定します。 

 

 

例）「で」を認識させた場合 

 

↑「で」を手書きする。 

 

↑「で」と自動的に認識される。 
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１）ABのコントローラー（図１）を ABのプロジェクター部分（図２）に向けて、ABコントロ

ーラー上の Powerボタン（緑色）を２回押す。そうすると ABの電源が切れる。 

注）ABの左横の主電源ボタン（図３）は切らない。時間が経つと自動的に切れる。 

２）ABの VGAケーブルに忘れずにアップルのアダプターを取り付け、下の図のように ABにか

ける（床に置いて踏みつけるのを避ける） 

 

ケーブルの戻し方 

 

AB用ペンの戻し方 

 

３）AB用ペンは、上の図のように AB左側面に取り付けておく。 

４）ABコントローラーは、ABの近くのわかる位置に戻す。 

５）PCは通常どおり、プログラム終了し、shut downする。 
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１）AcitiveInspireを立ち上げる。 

 

２）fileの下の settingを押す。 

 

３）pop up windowの左側 Boxより Languageを選ぶ。 
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４）Application languageの欄で、Japaneseを選ぶ。 

 

５）Done 後、一度プログラムを閉じて、再度プログラムを起動。すると日本語表示となる。
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１）ファイルの下のユーザー入力を押して、pop up windowで手書き認識言語が「日本語」にな

っていることを確認。なっていなければ、プロタブから「日本語」を選ぶ。 

 

３）完了を押す。 
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１）Projectが Duplicateになっていること 

① Control Panel¥Hardware and Sound¥Displayで Project to second acreenを選ぶ。 

 

② Duplicateになっていることを確かめる。 

 

２）Speakerの設定で、USB Audioが Default Deviceになっていること 

① Control Panel¥Hardware and Soundで「sound」を選ぶ。 
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② USB Audioのところにマウスを置いて右クリックして、pop up windowから「Set as 

Default Device」を選ぶ 
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以下のいづれかの方法で、calibrationをして下さい。 

 

図４． PC の右下ツールバーの△か

ら”orange parson”を選択 

 

図５．AB左上の ActiveInspireのマーク 

    

① PC の右下ツールバーの△から”orange parson”を選択。Pop up window の

「Calibration」-「25points」を選ぶ。 

② AB上に、calibration用の点が２５個現れる（図６）ので、この点の中心を AB用の

ペン（図７）で押す。 

 

図６．AB上に現れた calibration用の２５点 

 

図７．AB用ペン 
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① AB左上の ActiveInspireのマーク（図５）を AB用ペンで長押しする。 

② AB 上に、calibration 用の点が２５個現れる（図６）ので、この点の中心を AB 用

のペン（図７）で押す。 

 

上述の 25点の calibrationは 1か月に１回程度の頻度でいい。通常使用していて、ペンの位

置がずれるときは、再 calibrationするが、その際は、「4 points calibration」を選んで行う。 

 

① PCの右下ツールバーの△から”orange parson”を選択。Pop up windowの「Calibration」

-「4 points」を選ぶ。 

② AB上に、calibration用の点が 4個現れるので、この点の中心を AB用のペンで押す。 

 

以 上 


